


第１章 瑞穂市教育振興基本計画の策定にあたって

１ 策定の趣旨

瑞穂市は，「豊かな市民性を培う瑞穂市教育の推進」を教育の方向として，「豊か

な心と未来を切り拓く力を育む教育」の実現をめざしています。

そこで，めざす姿を「心豊かに光り輝くみずほの子」とし，学校，家庭，地域が一

体となり，瑞穂市民として未来を担う青少年の健全育成に取り組み，一人一人が市民

性をもち，社会貢献できる人間教育を進めていくことに務めています。

瑞穂市に限らず，日本の社会全体の課題として，少子化・高齢化の進展に伴う社会

全体の活力低下，地域社会や家族の変容からくる個々人の孤立化や規範意識の低下，

さらに，グローバル化の進展や格差の再生産などがあげられています。また，教育の

側面においても，いじめ，虐待，不登校等の諸問題や，基礎学力の定着，防災教育に

関わる問題等様々な問題が山積しています。

そのような教育課題の解決を図ると共に，「心豊かに光り輝くみずほの子」の育成

に関わるビジョンを具体化することが必要となってきました。

２ 計画期間

平成２９年度から平成３２年度までの４年間とします。社会の変化に柔軟に対応す

るため，第２次総合計画の後期基本計画に合わせ，平成３２年度に計画を見直します。

平成２８年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３７年度

第２次総合計画 基本構想（１０年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

市総合計画

教育振興
基本計画

計画期間（４年間） 次期 計画期間（５年間）

平成２９年度
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３ 計画の位置づけ

瑞穂市は，平成２８年３月に瑞穂市第２次総合計画を策定し，「誰もが未来を描け

るまち瑞穂 ～選ばれるまちをめざして～」を推進しています。この第２次総合計画

に従いつつ，より近未来の瑞穂市教育の具体を示す必要から，瑞穂市教育振興基本計

画を策定しました。本計画は，教育基本法第１７条第２項に規定されるものです。

瑞穂市第２次総合計画

誰もが未来を描けるまち 瑞穂 ～選ばれるまちをめざして～

基本目標１ 安全で安心して暮らせるまち

基本目標２ 便利で快適に暮らせる美しいまち

基本目標３ 心が通う助け合いのまち

基本目標４ 夢あふれ希望に満ちたまち

基本目標５ 活気あふれる元気なまち

瑞穂市教育大綱

教育立市みずほ

○ 保育・幼児教育を充実し，子育て支援を推進します。

○ 安全・安心・快適で，質の高い学校教育を推進します。

○ 地域に学び，世代を超えたコミュニティづくりを推進します。

瑞穂市教育振興基本計画

みずほを愛し，みずほを誇り，みずほの活力となる人

づくりを目指します。

-2-



第２章 瑞穂市のめざす教育

１ 教育理念 （瑞穂市教育大綱より）

地域のつながりの希薄化，価値観，ライフスタイルの多様化など，教育を取り巻

く社会状況が日々変化しているなか，思いやりや助け合いの心，さらには自律の心な

どの豊かな心をもち，みずほを愛し，みずほを誇り，みずほの活力となる人づくりを

目指します。

２ 基本方針と基本施策

基本方針１ 保育・幼児教育を充実し，子育て支援を推進します。

・ 保育所，幼稚園，小学校の情報を共有し連携を強化します。

・ 子どもの発達に応じた保育・幼児教育及び子育て支援の充実を図

ります。

基本施策

（１）保育所・幼稚園・小学校の連携強化

（２）預かり施設の拡充，体制整備

（３）子育て支援サービスの充実

（４）子どもの居場所づくり

基本方針２ 安全・安心・快適で，質の高い学校教育を推進します。

・ 礼儀，道徳，規律など，共に生きるための意識の高揚，心豊かな人

間形成，確かな学力の向上を図ります。

・ いじめ等の問題行動への対応に積極的に取り組むとともに，学校，

地域，家庭が一体となって，子どもの安全を守ります。

・ より良い学びの環境を充実します。

基本施策

（１）安全・安心な学校づくりの推進

（２）特色ある学校づくりの推進

（３）確かな学力の定着を図る教育の推進

（４）グローバル化対応教育の推進

（５）教職員の指導力向上の取組の充実

（６）安全・安心で快適な教育環境の整備
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基本方針３ 地域に学び，世代を超えたコミュニティづくりを推進します。

・ わがまちの伝統文化を学び，地域に誇りと愛着をもち，地域に貢献

できる人づくりをします。

・ 家庭，学校，地域，職場が連携し，地域ぐるみで家庭教育の向上を

図ります。

・ 学習，スポーツ，ボランティアなどを通じて，地域コミュニティづ

くりを進めます。

・ 生涯にわたる自発的な学習を通じ，健康で生きがいを感じられる取

り組みの充実を図ります。

基本施策

（１）生涯にわたる学習活動の推進

（２）地域内の交流促進

（３）歴史・文化を活かしたまちづくり

（４）生涯スポーツの推進

（５）生涯学習施設の維持管理・活用
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基本方針１ 保育・幼児教育を充実し，子育て支援を推進します。

・ 保育所，幼稚園，小学校の情報を共有し連携を強化します。

・ 子どもの発達に応じた保育・幼児教育及び子育て支援の充実を図

ります。

基本施策（１） 保育所・幼稚園・小学校の連携強化

基本施策（２） 預かり施設の拡充，体制整備

主要事業 事業の内容

①保育・幼児教育を充実し，

子育て支援を推進します。

子どもが健全に養育される質の高い幼児教育・保育環

境，保育サービスの提供等，子育てと仕事の調和のとれた

環境づくりを推進します。

公立保育所と公立幼稚園の適正な規模について整備検

討を行い，認定こども園への移行を検討します。

主要事業 事業の内容

①子ども預かり施設の拡充，

体制整備事業

保育所・幼稚園・放課後児童クラブにおける保育士，指

導員等を確保し受け入れ体制を整備するとともに，子ども

が健全に養育される質の高い幼児教育・保育環境，保育サ

ービスの提供等，子育てと仕事の調和のとれた環境づくり

を促進します。

②潜在保育士就業促進事業 保育士不足の解消と，スムーズな就労につなげるため

に，保育士資格のある方を対象に，保育士就職チャレンジ

研修を行います。

③待機児童対策施設整備事業 全小学校区で未満児保育を実施できるよう，穂積保育

所，牛牧第1保育所の建替えを検討します。

また，民間保育所の誘致活動を実施するとともに小規模

保育施設による確保，認可外保育施設への支援も推進し待

機児童の解消に努めます。

④保育所施設大規模改修事業 既存建物の耐震補強工事については，整備済みである

中，老朽化した施設において，施設管理計画を基に維持補

修を計画的に実施し，安全で快適な保育環境の改善整備を

図ります。
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基本施策（３） 子育て支援サービスの拡充

主要事業 事業の内容

①放課後児童健全育成事業 保護者が就業等により昼間家庭にいない小学校１年か

ら６年生までの児童を対象に，授業が終わった後の遊びの

場や生活の場を提供し，指導員の活動支援のもと児童の健

全育成を図ります。

②子育て短期支援事業 保護者の疾病や就業等により，家庭において養育を受け

ることが一時的に困難になった児童について，必要な保護

を行う事業で，短期入所生活援助（ショートステイ事業）

と夜間養護等事業（トワイライトステイ事業）があります。

③地域子育て支援拠点事業 乳幼児とその保護者が相互の交流を行う場所を開設し，

子育てについての相談，情報の提供，助言その他援助を行

う事業で，市内在住の未就園児とその保護者を対象とし，

子育てセミナー，子育て相談，出張講座，園庭開放などを

行います。

④一時預かり事業 保護者の就業の都合や，保護者の疾病や就業等により，

家庭で保育できない場合に，生後１０か月以上から小学校

就学前のお子さんを一時的にお預かりします。

⑤病児保育事業 病気や病気回復期の児童で，保護者の就労等の理由で，

保護者が保育できない際に，保育施設で児童を預かる事業

です。市内では実施しているところはなく，近隣市町と広

域利用できるよう契約します。

⑥ファミリー・サポート・セン

ター事業

育児の支援を行う者（提供会員）と育児の支援を受ける

者（利用会員）とで構成され，子育て中の家庭の“困った”

を提供会員がサポートする有償の相互援助活動で，ＮＰＯ

法人キッズスクエア瑞穂に委託しています。

主に保育所等への送迎や帰宅後の預かり，学童保育の迎

え及び帰宅後の預かりを行います。

⑦利用者支援事業 子どもまたはその保護者の身近な場所で，教育・保育施

設や地域の子育て支援事業等の情報提供及び必要に応じ

た相談・助言等を行うとともに，関係機関との連絡調整等

を実施します。

⑧子育て応援サイトの拡充

事業

瑞穂市にお住まいの子育て中のかたがたを応援するた

め，市の行政サービスや緊急時の連絡先，子育て関連施

設・窓口など，子育てに必要な情報が満載の特設サイトで

す。

⑨保育所園児の体力向上事業 市内の公立保育所では楽しく体を動かすことを通して，

成長を促し，スポーツを楽しむ児童の育成と健康の保持増

進を目標とした「幼児運動教室」を開催します。
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基本施策（４） 子どもの居場所づくり

【事業の達成指標】

主要事業 事業の内容

①放課後子ども総合プラン

事業

放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所を確保

するとともに，次世代を担う児童の健全育成を支援するこ

とを目的にした事業です。

放課後子ども総合プランに基づき，一体型または連携型

での検討を行い，放課後子供教室と放課後児童クラブとの

計画的な整備を進めます。

分類 項 目 名 現状値
目標値

（H32年度）

１－（２） 待機児童の解消
23人

（H28.4.1現在）
0人

１－（２）

保育所施設大規模改修事業

H31 西保育・教育センター 大規模改修工事

H32 中保育・教育センター 大規模改修工事

１－（３）
保育所園児の体力向上事業

（けがの発生数の前年比5％減少）
－ －５％
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基本方針２ 安全・安心・快適で，質の高い学校教育を推進します。

・ 礼儀，道徳，規律など，共に生きるための意識の高揚，心豊かな人間形成，確

かな学力の向上を図ります。

・ いじめ等の問題行動への対応に積極的に取り組むとともに，学校，地域，家庭

が一体となって，子どもの安全を守ります。

・ より良い学びの環境を充実します。

基本施策（１） 安全・安心な学校づくりの推進

主要事業 事業の内容

①いじめの根絶等人権教育の

推進事業

すべての児童生徒が，安心して楽しい学校生活が送れる

よう，いじめの根絶をめざし，どの学校もいじめの未然防

止に取り組みます。その取組の中で，いじめにつながる偏

見や差別的なものの見方を改めていく人権教育を推進す

るとともに，どの子も自分の居場所やまわりの仲間との絆

を感じられるような温かい人間関係づくりを目指します。

②いじめ未然防止教育推進

事業

「いじめ防止対策推進法」（平成２５年９月施行）及び

「瑞穂市いじめ防止基本方針」（平成２７年１月策定）を

踏まえ，いじめの未然防止や望ましい仲間関係づくりを目

的に，小学３年から中学３年を対象として，学級集団アン

ケートを実施し，結果を学級集団づくりや個別指導に活用

します。教員は，夏季休業期間及び秋季に講師を招いて，

結果の分析や指導への生かし方について研修します。

③特別支援教育推進事業 障がいのある全ての児童生徒の教育の一層の充実を図

るため，各学校の特別支援教育コーデイネーターを中心

に，一人一人の教育支援計画を作成し，特別支援教育を推

進します。

④教育相談事業 すべての児童生徒が安心して登校できるよう，中学校区

ごとにスクールカウンセラーを配置し，専門性を生かした

教育相談体制の充実に取り組みます。また，適応指導教室

（アジサイスクール）を開設し，不登校児童生徒の学校復

帰をめざし支援しています。
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基本施策（２） 特色ある学校づくりの推進

⑤自分の命は自分で守る防災

教育の推進事業

防災教育を推進し，すべての児童生徒が，自然災害が起

こった際に，自分の命は自分で守ることができる力を身に

付けられるようにします。避難の仕方だけでなく，危険を

予測する力や状況に合った判断ができる力を育成するこ

とを目指します。

⑥生活支援員の配置事業 障がいの有無にかかわらず，特別に配慮が必要な児童生

徒に，学校での学習上・生活上の支援を行うため，生活支

援員を配置します。

⑦フレンドリー指導員の配置

事業

年間３０日以上欠席をする児童・生徒のうち毎年５～２

０人が適応指導教室（アジサイスクール）に通室します。

学校復帰を支援するため学校や保護者と連携をし児童生

徒の学習・生活指導ならびに相談にあたるため，フレンド

リー指導員を配置します。

主要事業 事業の内容

①特色ある学校づくり推進

事業

瑞穂市の魅力ある園・学校づくりを推進するため，伝統

と特色ある園・学校づくりのために要する費用の補助を行

います。

園児児童生徒及び地域ならびに園・各学校の伝統等の実

態に応じた創意ある教育活動の展開を通じ，園児児童生徒

にとって魅力ある園・学校づくりを推進することは，園児

児童生徒の「生きる力」や「ふるさと瑞穂」を大切にする

心の育成につながります。

②コミュニティ・スクール推進

事業

複雑・多様化した学校の課題や子どもたちを取り巻くい

じめ・暴力の問題などを，学校と保護者や地域住民が協働

して解決し，子どもたちの豊かな成長を支え，「地域とと

もにある学校づくり」を進めるコミュニティ・スクールの

仕組みを構築します。
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基本施策（３） 確かな学力の定着を図る教育の推進

主要事業 事業の内容

①学力向上推進事業 各校ごとに，前年度の成果や課題，児童生徒の実態を踏

まえ，自校で取り組む具体的な方策「指導改善プラン」を

明らかにします。

自校の「指導改善プラン」をもとに，児童・生徒の学力

向上の取組を進めます。その中で，全国学力・学習状況調

査や岐阜県における学習状況調査等の結果を分析し指導

改善を図ることにより，ＰＤＣＡのサイクルを機能させ，

学力向上を目指します。

②みずほ未来プロジェクト事

業 （MMP）

市内中学生の希望者が，瑞穂市の未来や瑞穂市の抱える

課題について調べ，考え，話し合うことを通して，よりよ

い主権者となる土台を作ります。

この学習を通じて，社会の一員としての自覚をもち，目

の前の課題に対して多面的・多角的に思考・判断し，自分

なりの考えを主張できる力を身に付けさせていきたいと

考えます。

③理科支援員の配置事業 理数教育の重要性が言われる中，全県的な課題として小

学校に理科の専門教員が少ない現状もあり，理科室の整備

等も十分できない状況です。また，特別に配慮を要する児

童の増加に伴い，学級担任が授業の前後に実験の準備や片

付けを行うのは困難な状況にあります。また，そこで瑞穂

市では理科支援員を配置します。実験の準備・後片付けを

担うことにより，安全を確保しつつ，実験や観察をより多

く行い，問題解決的な学習を充実させることができます。

④MSJ・MSKの活動推進事業 青少年の健全育成を目指し，自分たちの地域や学校をよ

りよくしていこうという願いのもと，中学校では、ＭＳＪ

（マナーズ・スピリット・ジュニア）を，小学校では、Ｍ

ＳＫ（マナーズ・スピリット・キッズ）というボランティ

ア組織をつくり、活動しています。自分たちの地域や学校

をよりよくしていこうと主体的に取り組む態度や実践力

を育てていくとともに，子どもたちから「あいさつ」や「ボ

ランティア」の輪を広げていきます。
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基本施策（４） グローバル化対応教育の推進

主要事業 事業の内容

①英語教育推進事業 ２０２０年の小学校高学年での英語の教科化に向け，指

導体制の確立や教員の指導力の強化が不可欠になります。

そこで，以下のように事業を進めます。

（１）小・中学校教員の指導力向上

・小学校３～6年担任に向け，ALTと共に，英語で進め

る授業のための指導力向上研修の実施

・小学校の担任主導の授業の基本的な形の確立

・各小学校でのリーフレットを活用した研修の実施

・各小中学校の担当者による生津小全校研究会と研究発

表会・公表会への参加

（２）市民が英語に親しむ風土作り

・夏季休業中のＡＬＴによる「ＡＬＴ Ｅｎｇｌｉｓｈ

サロン」の実施

・「ＡＬＴ Ｅｎｇｌｉｓｈ サロン」実施に向けて，

英語教育推進教師のコミュニケーション力の向上

（３）中学生英語スピーチコンテストのための指導

・参加生徒に対する積極的な指導

②外国語指導助手（ALT）配

置事業

幼稚園及び小中学校における外国語教育の充実及び国

際理解教育の推進を図るため，外国語担当教員等の助手と

して瑞穂市外国語指導助手（ALT）を配置します。

ALTの業務としては以下のようなものがあります。

（１） 中学校における外国語科等の授業の補助

（２） 小学校における外国語活動等の補助

（３） 外国語教材作成の補助

（４） 日本人教員等に対する現職研修の補助

（５） 特別活動や部活動等への協力

（６） 外国語担当指導主事や外国語担当教員等に対する

語学に関する情報の提供

（７） 外国語能力コンテストへの協力

（８） 地域における国際交流活動への協力

（９） 夏季休業中の放課後児童クラブへの協力

（10） 学校教育課長又は校長が必要と認める職務 等

③ICT教育推進事業 情報化・グローバル化・少子化が急速に進展する現代社

会において，情報機器を活用して情報を取捨選択し，有効

に活用する力やグローバル人材の育成が急務です。

一人一人の児童生徒が，情報を取捨選択して学び合った

り，まとめ方や表現方法を自分自身で考えたりといった学

習活動や仲間と考えを共有しながら，協働して学びを深め

ていく力をつけていくことを目指します。そのために，ICT
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基本施策（５）教職員の指導力向上の取り組みの充実

機器を活用して，発表に必要な資料を作成したり，資料を

効果的に提示して表現したりする活動を充実させます。

また，何度も試行を繰り返し，チャレンジしながら学ぶ

こともできます。

主要事業 事業の内容

①教職員研修事業

（校区別教科研究事業）

「教師自ら学び続けるみずほの学校」を合言葉に教師自ら

が人間性を磨き，教師としての専門性や資質能力を高め，

瑞穂市立幼稚園・小中学校の教職員としての使命感の高揚

を図ること，また一貫した教育を推進することを目的とし

ます。

（１）研修の重点

・若手教員育成

・職務研修の充実と校内研修の活性化

・自己の課題解決のための希望研修推進

（２）配慮事項

・学校に軸足をおいた研修

・中学校区の活発な連携

・市内公開授業研による研修機会の拡大

②若手教員支援事業 本市は臨時的任用職員（講師）を含め，初任者，教職経

験２～４年の若手教員が多くいます。その若手教員が，学

習指導，生徒指導の力を身に付けると共に，教育公務員と

しての使命感や倫理観，学校組織の一員としての自覚を高

めることを目的に研修を行います。

より具体的で個の課題に応じた研修にするために，一堂

に会して行う研修とともに，勤務校での日常の研修

（OJT：オン・ザ・ジョブ・トレーニング）を大切にして

います。また各学校の全校研究授業など，授業公開の情報

を共有し，積極的に参観し学び合う機会を多く生み出して

いきます。
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③教員に対する相談事業 教師の多忙化，若手教員の増加，病休をとる教員の増加

などメンタルヘルスの重要性が叫ばれています。そのた

め，瑞穂市教育支援センターの相談業務の中に，教員に対

する相談も含めて対応していきます。

学級経営や授業については，研修担当が相談を受け，メ

ンタル面においては，教育相談員が対応します。また，ス

クールカウンセラーとの懇談もすすめていきます。

④幼稚園・学校訪問事業 幼稚園・小中学校の経営・管理運営の実態と教育指導の

推進状況を把握し，成果と課題及び課題解決に向けての具

体的な取組等，学校の教育目標の具現に徹する学校経営に

ついて指導・助言を行います。

１学期，夏季休業中，２学期に，それぞれ１回ずつ，年

間３回訪問します。主な内容は以下の通りです。

① 管理職・主幹教諭及び主任層との懇談

② 教職員の人事管理についての園長･校長との懇談

③ 施設設備の管理状況の確認

④ 授業参観・保育参観

⑤ 公定表簿等の点検

⑥ 懇談，授業参観，公簿点検等についての指導・助言

⑤教育実践論文事業 今学校には，学力の向上，心の教育の推進，いじめ防止

対策，ＩＣＴ機器の活用，主権者教育など，社会の急激な

変化に対応する教育が求められています。こうした今日的

な課題を受け，本市の園・小中学校では，一人一人の幼児・

児童・生徒が主体的に学ぶ力を身に付け充実感を味わうこ

とができる授業づくりや，生きる力を育てるための教育実

践が推進されています。

教育委員会として，教員の指導力及び資質向上に向け，

主体的に実践研究を進める姿をめざしています。そこで，

教員が日頃の教育実践を整理し，まとめることを通して，

自己の教育観を構築し，指導力向上を図ることを願い，瑞

穂市教育実践論文を募集します。応募された実践論文を審

査し，優秀なものを表彰すると共に，実践を広めて教育活

動の質の向上を図ります。

⑥中学校部活動社会人指導者

派遣事業

教員の多忙化解消と，さらなる部活動の充実を目指し

て，各校の要望を聞きながら，社会人指導者の委嘱を行う

とともに，社会人指導者の研修を実施します。
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基本施策（６）安全・安心で快適な教育環境の整備

主要事業 事業の内容

①外国人児童生徒支援事業 年々増加する外国人児童生徒に対し，日本語の指導や日

本の文化や習慣，学校の仕組みなどの初期指導を行いま

す。

②児童生徒就学援助事業 経済的理由によって，子どもを小中学校へ就学させるこ

とが困難な家庭に対し，学習に必要な費用を援助します。

就学援助の項目としては，副教材等学用品費，校外活動費，

修学旅行費，学校給食費，共済掛金等があります。

③小学校洋式トイレ改修事業 老朽化した施設の維持補修を行うとともに，トイレ改修

により便器の洋式化と床の乾式化を実施し，快適な教育環

境の整備を図ります。

④穂積中学校グラウンド整備

事業

平成２１年度実施の新校舎建設に伴い，手狭となったグ

ラウンドを既設テニスコートの移設を行うことにより拡

張し，運動施設環境の改善を図ります。

⑤学校施設大規模改修事業 既存建物の耐震補強工事については整備済みである中，

老朽化した施設において，施設管理計画を基に維持補修を

計画的に実施し，安全で快適な教育環境の改善整備を図り

ます。
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事業の達成指標

分類 項 目 名 現状値
目標値

（H32年度）

２－（１）

特別支援教育推進事業

→特別支援学級在籍児童生徒，通級に通う児

童，通常学級に在籍する配慮を要する児童

生徒に対し，「個別の支援計画」の作成割合

７０％ １００％

２－（１）
教育相談事業

年間３０日以上

欠席の児童生徒

６０人

年間３０日以上

欠席の児童生徒

４０人

２－（１）

いじめ未然防止教育推進事業

→全国学力・学習状況調査 質問紙

・学校に行くのが楽しいと思える児童生徒の

割合（あてはまる＋どちらかというと当て

はまる）

小 ８８％

中 ７７％

小 ９０％

中 ８０％

２－（２） コミュニティ・スクール推進事業
コミュニティ・ス

クール導入０校

コミュニティ・ス

クール導入１０校

２－（４）

ICT教育推進事業

→全国学力・学習状況調査 質問紙

・ICT機器を週1回以上使っていると感じて

いる児童生徒

０％ １００％

２－（５） 中学校部活動社会人指導者派遣事業

土日曜日の部活

動指導に係る教

職員の多忙感の

増大

土日曜日の部活動

指導について一月

の内4日以上を教

職員の休みとする

２－（６）

小学校洋式トイレ改修事業

→トイレ箇所数における洋式及び乾式化した

箇所数の割合

８５．３％ １００．０％

２－（６）
穂積中学校グラウンド整備事業

→既設グラウンドの整備率
０．０％ 整備完了予定

２－（６）

学校施設大規模改修事業

幼稚園 H30 ほづみ幼稚園（造形室・園舎外壁）改修工事

小学校 H29 本田小学校（校舎・体育館）大規模改修工事

H29 南小学校（校舎）大規模改修工事

H31 中小学校（校舎・体育館）大規模改修工事

H32 南小学校（体育館・プール）大規模改修工事

中学校 H31 巣南中学校（柔剣道場）大規模改修工事

H32 巣南中学校（プール）大規模改修工事
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基本方針３ 地域に学び，世代を超えたコミュニティづくりを推進します。

・ わがまちの伝統文化を学び，地域に誇りと愛着をもち，地域に貢献できる人

づくりをします。

・ 家庭，学校，地域，職場が連携し，地域ぐるみで家庭教育の向上を図ります。

・ 学習，スポーツ，ボランティアなどを通じて，地域コミュニティづくりを進

めます。

・ 生涯にわたる自発的な学習を通じ，健康で生きがいを感じられる取り組みの

充実を図ります。

基本施策（１） 生涯にわたる学習活動の推進

主要事業 事業の内容

①家庭の教育力の向上を目指

した家庭教育学級の推進と

乳幼児家庭教育学級の充実

教育の原点は家庭教育であることを根幹に，子どもに基

本的生活習慣を身に付けさせるとともに，豊かな人間性を

育むための家庭教育のあり方について学習する機会とし

て家庭教育学級が位置づけられています。市では幼稚園，

保育・教育センター，学校ごとに組織された各運営委員会

に運営経費の補助をはじめ，家庭教育学級の内容の充実を

目指して，講座の紹介などの支援をしていきます。

また，県の施策「話そう！語ろう！わが家の約束運動」

を全ての家庭での実施を目指していきます。さらに瑞穂市

子どもの読書活動推進計画と連携し，「家読運動」や「親

子読書」の推進を目指した研修内容の工夫に努めます。

乳幼児家庭教育学級の実施により，他機関との連携を図

りながら乳幼児からの家庭教育を推進します。また，家庭

教育の大切さを父親にも啓発し，父親の参加率の向上を目

指します。

②土曜日を活用した瑞穂総合

クラブの推進

本市の将来を背負っていく児童生徒の未来が光り輝く

ことを願い（チャイルド・ライト・アップ），実施する事

業です。

土曜日における小中学生を対象とした，文化・スポーツ

などの特色のある講座を開設し，豊かな感性と知的好奇心

を育むこと，また，学校や学年の枠を越えた集団で学ぶこ

とを通して，望ましい社会性を育成することを目指しま

す。
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主要事業 事業の内容

③市民の自主性を大切にした

市民自主講座の開設の支援
瑞穂市では，初心者の方をはじめ多くの市民が参加しや

すく自主的に学べる，教育・文化・スポーツなどの幅広い

市民自主講座の開設を支援しています。また，講師と市民

が一体となり，自主運営化の支援をしていきます。平成２

８年８月の時点で市民自主講座から独立し，自主運営化し

た講座が４講座あります。今後も，市民の要望に応えてい

くよう，新規の講座を開設し，３年後には自主運営化とい

うサイクルを支援しながら市民自主講座を育成していき

ます。

④高齢者・女性の生涯学習の推

進（瑞穂大学）

生涯にわたって学び続けることに生きがいをもち，地域

社会の充実のために役立とうとする人材の育成を図るた

め，瑞穂大学において年間を通し，寿学部13講座，女性

学部15講座程度，生きがいづくりに役立つ多くの講座を

開設します。

また，脳力活性学部は，脳の健康を保ちいつまでも生き

生きと生活できることをねらいに，市内各小学校を会場と

し，開設します。児童との交流や合同授業，学校行事の参

観もあります。

⑤生涯学習自主事業の推進 文化芸術は，暮らしに喜びや感動を与え，豊かな人間性

や創造性を育み，活力ある地域社会を実現していく上で，

その重要性が高まっています。市民の誰もが文化芸術を身

近に感じ，主体的に取り組むことができる環境を整える必

要があるため，市総合センターを活用し，下記①～③の事

業を実施します。

また，同事業は市民協働により，市民の主体的な文化芸

術活動への参加を促します。

① 市民に芸術を鑑賞する機会を提供する事業

・ ネオクラシックコンサート（市文化協会と共催）

・ みずほ演劇祭（実行委員会の設置，市民ボランティア

の募集）

② 著名人の講演を聴く機会を提供する事業

・ 文化講演会

③ 親子でふれあう機会を提供する事業

・ しまじろうコンサート等（※２年に１回程度）
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主要事業 事業の内容

⑥図書館機能の充実と市民へ

の学習機会の提供と支援

市役所や学校，他の機関と連携し，地域を支える情報拠

点として機能する図書館をめざします。

① 市役所や他の機関と連携した事業

② 幼稚園・学校等への団体貸出，図書館見学等の受入

③ 読書サークル活動や読み聞かせボランティア活動の

支援

④ 図書館サービスの充実ときめ細かな広報活動

・ＨＰでの蔵書検索，予約サービス，イベント情報の提供

・｢広報みずほ｣，「瑞穂市図書館だより」，「新着図書案内」

「もくようみずほ」での情報提供

⑤ 魅力ある図書館事業の実施

・通年事業 本館・分館「おはなしの会」，本館「映画鑑

賞会」

・特別企画 子どもの読書週間・夏休み・読書週間に合わ

せて事業や講座の開催。

・郷土の歴史や文化を大切にした，地域の課題解決や調査

研究の支援。

⑥ 図書館資料の充実と郷土資料の収集

・本 館…一般図書，児童書，参考図書の充実，郷土資料

（中山道関係，水害と治水関係の図書を中心に古文書，

古記録，写真等），行政資料の継続的な収集・保存及

び提供

・分 館…子育て支援関係図書，児童書の充実

⑦ 岐阜県内及び東海北陸各県の公共図書館との相互貸

借

⑦子どもの読書活動の推進 子どもたちの成長に応じ，読書のきっかけづくりから読

書習慣の形成・確立，そして自主的な読書活動にいたるま

で，家庭，学校，地域，図書館がそれぞれの役割を果たし

つつ相互に連携しながら読書環境の整備に取り組みます。

第二次瑞穂市子どもの読書活動推進計画をもとに「読書の

まち瑞穂」の基盤づくりに取り組んでいきます。

・ブックスタート事業の実施

・「読書通帳」の活用と推進

・図書館職員による出前講座

・家読運動の啓発と推進
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基本施策（２） 地域内の交流促進

主要事業 事業の内容

①自治会活動，校区活動を基盤

とする地域コミュニティ活

動の推進

生涯学習による人づくりによって連帯感と心の豊かさ

にあふれる地域コミュニティづくりをするため，校区活動

を推進します。

また，地域における問題や課題を地域の住民自身で解決

できるようにするため，校区活動をさらに発展させた校区

自治会連合会の設立に向け他部局と連携し支援していき

ます。

②家庭・学校・地域社会・各種

団体が一体となって青少年

健全育成の推進

青少年育成市民会議が主体となり，「地域の子どもは，

地域で守り育てる」という視点に立って，地域社会全体で

青少年の健全育成に努めていきます。家庭・学校・地域に

加え，子ども会や老人クラブなど市内の関係団体が連携し

ながら，市民ラジオ体操の日，子どもたちの下校を見守る

地域のおじさんおばさん運動，家庭の日の標語募集等も青

少年育成市民会議が推進していきます。

・青少年育成市民会議総会

少年の主張大会，「家庭の日」啓発標語の募集，表彰

・三部会の推進による地域，家庭，各種団体の連携(あいさ

つ運動の日･地域安全の日)

・８月第1日曜日に｢ラジオ体操の日｣の市民参加の啓発と

参加率の向上

・地域で活躍する青少年リーダーの育成

・子ども会，市ＰＴＡ連合会への支援
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基本施策（３） 歴史・文化を活かしたまちづくり

基本施策（４） 生涯スポーツの推進

主要事業 事業の内容

①文化財の保存と活用 地域住民を対象に生まれ育った地域の歴史や文化に誇

りと愛着をもてるよう利活用します。

瑞穂市の歴史民俗資料や文献資料を通して文化財，伝統

行事，過去の災害（水害や地震）等について，瑞穂市の歴

史を調査・研究するとともに企画展や各種講座等で広く市

民に周知を図ります。

歴史や文化を大切な財産として保存できるよう，文化財

保護審議会からの指導をもとに，管理者や保存団体への支

援を続けます。

②文化の伝承と後継者育成 市内の文化伝承団体と協力し，文化財を大切に守り育て

る思いや姿勢を醸成し，積極的な利活用を図ります。

また，長年伝承や後継者育成に尽力いただいている団体

や個人に支援を続けると共に，計画的に顕彰していきま

す。

主要事業 事業の内容

①生涯スポーツの振興 親子での体操教室等，健康と教育のための活動を実施す

ると共に，健康寿命の向上を図るため，市民の誰もがいつ

までもスポーツに親しむことができる施設環境を提供し

ます。

総合型地域スポーツクラブ「なかよしクラブみずほ」と

連携・協働して市民の健康の保持・増進を図ります。

②地域スポーツの推進，青少年

スポーツの振興

瑞穂市スポーツ推進委員が考案した，ゲートゴルフの普

及・ＰＲを図ります。また，子どもから大人まで楽しむこ

とができる軽スポーツの大会・交流会を開催します。

トップアスリート育成をめざし，総合型地域スポーツク

ラブ「ぎふ瑞穂スポーツガーデン」と連携・協働しながら

小・中学生の競技力向上を図ります。

③体育協会の支援(自主運営) 体育協会に加盟する競技団体・スポーツ少年団の活動を

支援します。

体育協会主催の大会やスポーツ教室は市民のニーズを

取り入れるよう促します。

④スポーツ大会の支援 ファミリーハイキング等を開催するにあたり，市民がス

ポーツに触れる機会を提供します。

体育協会が主催する市民大会の支援，各種スポーツ大会

の後援を行います。
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基本施策（５）生涯学習施設の維持管理・活用

事業の達成指標

主要事業 事業の内容

①生涯学習施設（総合センター・

市民センター・巣南公民館）の

計画的な改修と活用

施設の長寿命化を図り，安全で快適な生涯学習施設の維

持管理を実施していきます。また，市民のニーズに応じた

体育施設の整備を進めていきます。

②多目的広場の活用 多目的広場について，市民交流の場として活用を図りま

す。

分類 項 目 名 現状値
目標値

（H32年度）

３－（１） 瑞穂総合クラブ・市民自主講座数 ５８ ６５

３－（１）
市民自主講座

自主運営化した講座累積数
４ １０

３－（１）
子どもの読書活動の推進

不読者の割合

小学生： ２．８％

中学生：１４．４％

小学生： ２．０％

中学生：１２．０％

３－（１）
高齢者・女性の生涯学習の推進（瑞

穂大学） 受講者数

寿学部 702人

女性学部 304人

寿学部 750人

女性学部 330人

３－（２）
青少年健全育成の推進 市民会議

三部会重点項目

・地域のおじさんおば

さん累積登録数

７５６人

・市民ラジオ体操の日

参加人数

６７９７人

・光り輝くみずほの子

ボランティアカード

２０回達成者

４１８人

・地域のおじさんおば

さん累積登録数

１０００人

・市民ラジオ体操の日

参加人数

７０００人

・光り輝くみずほの子

ボランティアカード

２０回達成者

５００人

３－（４）
成人の週１回以上のスポーツ実施

率
29.76％ 50％
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瑞
穂
市
小
中
学
校
教
職
員
多
忙
化
解
消
４
カ
年
計
画

H
2
9
.
4

《
基
本
方
針
》
教
師
一
人
一
人
が
学
校
の
ス
リ
ム
化
を
考
え
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

管
理
職
を
中
心
に
、
全
職
員
で
組
織
的
に
ス
リ
ム
化
の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑯
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
活
用

⑰
教
材
等
の
共
有
化
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
）

⑱
学
校
の
Ｈ
Ｐ
の
共
有
化
（
市
内
統
一
ソ
フ
ト
の
導
入
）

⑲
教
室
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

物
的
支
援

笑
顔
で
元
気
よ
く
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
瑞
穂
の
先
生

⑧
会
議
の
見
直
し
（
役
割
の
明
確
化
・
終
了
時
刻
の
設
定
等
）

⑨
調
査
の
効
率
化
（
学
校
教
育
計
画
等
の
活
用
・
学
校
の
負
担
軽
減
・
隔
年
実
施
等
）

⑩
早
く
帰
る
日
の
取
り
組
み
の
充
実
（
早
金
・

8の
日
等
）

⑪
学
校
閉
庁
日
の
実
施
（

8
月

10
日
～

8
月

15
日
）

⑫
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
活
用
（
時
間
外
勤
務
時
間
の
把
握
等
）

⑬
授
業
力
・
生
徒
指
導
力
の
向
上
（
研
修
等
の
充
実
）

⑭
研
究
会
の
工
夫
改
善
（
会
議
の
持
ち
方
・
指
導
案
の
見
直
し
）

⑮
教
育
課
程
の
見
直
し
（
行
事
の
精
選
・
学
期
末
事
務
処
理
の
時
間
の
生
み
出
し
）

①
人
事
評
価
の
活
用
（
目
標
設
定
・
校
務
分
掌
の
吟
味
）

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
充
実
（
懇
談
の
実
施
）

③
計
画
的
な
加
配
教
員
等
の
配
置

④
生
活
支
援
員
・
理
科
支
援
員
の
配
置

⑤
部
活
動
の
二
人
顧
問
制
の
充
実

⑥
部
活
動
社
会
人
指
導
者
の
派
遣
（
研
修
・
指
導
力
の
向
上
）

⑦
部
活
動
を
行
わ
な
い
休
日
の
設
定

※
⑤
～
⑦
は
、
中
学
校
の
み

人
的
支
援

時
間
を
生
み
出
す
支
援

○
研
修
（O
J
T
）等
を
通
し
て

力
を
つ
け
る
こ
と
＝
時
間
を
生
み
出
す
こ
と

○
教
材
や
掲
示
物
等
作
成
に
要
す
る
時
間
の
短
縮

→
必
要
な
も
の
の
吟
味
（ね
ら
い
の
明
確
化
）

年
度
別
重
点
項
目

→
H
2
9
年
度
～
H
3
2
年
度
に
か
け
て
、
各
学
校
に
お
い
て
、
順
次
①
～
⑲
の
実
施
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
1
0
0
%
実
施
を
目
指
す
。

《
H

32
年
度
》

《
H
3
1
年
度
の
重
点
》

⑫
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
活
用

⑰
教
材
等
の
共
有
化

⑲
教
室
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

《
H
3
0
年
度
の
重
点
》

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
充
実

⑬
授
業
力
・
生
徒
指
導
力
の
向
上

⑯
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
活
用

《
H
2
9
年
度
の
重
点
》

①
人
事
評
価
の
活
用

⑥
部
活
動
社
会
人
指
導
者
の
派
遣

⑩
早
く
帰
る
日
の
取
り
組
み
の
充
実

完 全 実 施
《
各
校
の
重
点
》

※
各
校
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
「
で
き
そ
う
な
こ
と
」
「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
決
定
す
る
。
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達
成
目
標
の
設
定

①
人
事
評
価
の
活
用
→
→
→
→
→
→
→
→
→
人
事
評
価
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
（
目
標
達
成
の
充
実
感
・
や
り
が
い
を
感
じ
る
校
務
分
掌
）

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
充
実
→
→
→
→
気
軽
に
話
が
で
き
る
職
場
環
境
作
り
・
相
談
で
き
る
人
間
関
係
作
り
（
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
心
も
体
も
健
康
な
教
師
）

③
計
画
的
な
加
配
教
員
等
の
配
置
→
→
→
→
学
校
の
要
望
を
踏
ま
え
た
岐
阜
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
決
定

④
生
活
支
援
員
・
理
科
支
援
員
の
配
置
→
→
学
校
の
要
望
を
踏
ま
え
た
市
教
委
に
よ
る
決
定

⑤
部
活
動
の
二
人
顧
問
制
の
充
実
→
→
→
→
部
活
動
数
の
見
直
し
・
運
動
部
活
動
の
二
人
顧
問
制
（
休
日
に
し
っ
か
り
休
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
作
り
）

⑥
部
活
動
社
会
人
指
導
者
の
派
遣
→
→
→
→
部
活
動
の
充
実
・
教
師
の
負
担
軽
減
（
専
門
で
な
い
顧
問
が
安
心
し
て
担
当
で
き
る
部
活
動
指
導
）

⑦
部
活
動
を
行
わ
な
い
休
日
の
設
定
→
→
→
休
日
の
部
活
動
実
施
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
明
確
化
（
教
師
の
負
担
軽
減
・
保
護
者
へ
の
周
知
）

⑧
会
議
の
見
直
し
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
役
割
の
明
確
化
・
終
了
時
刻
の
設
定
等
（
会
議
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
ず
に
個
人
の
時
間
を
生
み
出
す
工
夫
）

⑨
調
査
の
効
率
化
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
学
校
の
負
担
軽
減
を
踏
ま
え
た
国
・
県
・
市
教
委
に
よ
る
決
定
（
調
査
内
容
の
吟
味
・
調
査
方
法
の
改
善
）

⑩
早
く
帰
る
日
の
取
り
組
み
の
充
実
→
→
→
早
金
・

8
の
日
等
の
設
定
（
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
、
次
の
日
の
朝
笑
顔
で
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
師
）

⑪
学
校
閉
庁
日
の
実
施
→
→
→
→
→
→
→
→

8
月

10
日
～

8
月

15
日
を
学
校
閉
庁
日
（
日
直
を
置
か
な
い
日
）
と
し
て
周
知

⑫
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
活
用
→
→
→
→
→
→
→
月
平
均
の
時
間
外
勤
務
時
間
８
０
時
間
以
内
の
徹
底
（
働
き
方
を
見
直
し
、
健
康
管
理
が
し
っ
か
り
で
き
る
教
師
）

⑬
授
業
力
・
生
徒
指
導
力
の
向
上
→
→
→
→
研
修
等
の
充
実
に
よ
る
教
師
の
力
の
向
上
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
負
担
感
を
減
ら
す
）

⑭
研
究
会
の
工
夫
改
善
→
→
→
→
→
→
→
→
（
例
）
瑞
穂
市
小
中
学
校
校
外
研
修
推
進
事
業

⑮
教
育
課
程
の
見
直
し
→
→
→
→
→
→
→
→
行
事
の
精
選
・
学
期
末
事
務
処
理
の
時
間
の
生
み
出
し
（
時
間
外
勤
務
時
間
や
持
ち
帰
り
仕
事
を
減
ら
す
努
力
）

⑯
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
活
用
→
→
→
活
用
の
積
み
重
ね
に
よ
る
効
果
的
な
活
用
方
法
等
の
開
発
（
有
効
な
ソ
フ
ト
の
共
有
に
よ
る
時
間
の
生
み
出
し
）

⑰
教
材
等
の
共
有
化
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
教
材
や
各
種
提
案
文
書
等
の
共
有
サ
ー
バ
ー
に
よ
る
管
理
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
時
間
の
生
み
出
し
）

⑱
学
校
の
Ｈ
Ｐ
の
共
有
化
→
→
→
→
→
→
→
→
市
内
統
一
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
作
成
の
労
力
削
減
（
誰
で
も
ど
の
学
校
で
も
簡
単
に
Ｈ
Ｐ
作
成
）

⑲
教
室
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
→
ど
の
子
も
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
作
り
＝
過
度
な
掲
示
物
作
成
等
に
か
か
る
時
間
の
削
減

・
会
議
の
持
ち
方
･
･
･
･
･中
学
校
区
を
中
心
と
し
た
少
人
数
に
よ
る
授
業
研
究
会
（
一
人
一
人
が
主
体
的
に
学
び
合
う
研
究
会
）

・
指
導
案
の
見
直
し
･
･
･Ａ
４
版
１
枚
の
み
（
授
業
者
自
身
・
参
観
者
が
授
業
の
具
体
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
よ
い
）

・
授
業
者
･
･･
･
･
･･
･
･
･
･３
年
間
で
１
回
は
授
業
を
提
案
（
授
業
力
を
高
め
合
う
校
外
研
修
）


